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－　はじめに
中学校の国語科における読解の対象には，大別して文学的文章と説明的文章がある。これまでの国
語教育の研究において研究の中心は主に文学的文章であり，特に読者論の成果を取り入れて授業に応
用し，学習者に対して主体的に読むことを求めてきたもの－のである。その一方で，説明的文章におい
ては正確な読み取りが求められ，主体的に読むことが目標となることは少なかった。
しかし，メディアが様々に発達した現代では，学習者は新聞やインターネット，雑誌の記事などを
通して説明的文章に触れる機会は増えていると考えることができる。その際にはただ情報を受容する
だけではなく，主体的に文章に触れて考え，意見や疑問を持つことが望ましい。そのような主体的に
読む姿勢を身に付け，知的感動を体験したり感性を養ったりする学習者を育てていく必要がある。
学習者が説明的文章を主体的に読むにはどうすればよいのか，そのための教材開発や効果的な指導
法の開発についての研究が求められている。
二　説明的文章における自己の認識の再構築のための指導
従来の説明的文章の一般的な指導法は，言語事項や文章構成をおさえながら文章の展開を把握して
いく指導であった。大槻和夫はこの方法に対する問題点を，「この手順や方法で授業を進めると，多
くの場合，その授業は学習者にとって『おもしろくない』ものとなる。それは，文章の読みとりが形
式的な言語操作に終始しているからである。このような方法で仮に要旨や大意がまとめられても，そ
の意味は学習者には十分理解されていないことさえある。」（1）と指摘する。
ここで特に注目したいのは，形式をとらえることを重視した指導法では，内容が十分に理解できな
いということである。説明的文章の読解には，もちろん言語事項の学習や論理的に文章を読み取るた
めの基礎技能の指導が必要である。しかし，それだけに終始してしまうと指導が型にはまったものと
なってしまい，学習者が説明的文章の読解を通して得た新しい発想によって揺さぶりをかけられ，知
的感動を体験することや感性を養うことはできない。
大槻和夫の指摘から問題点を挙げると，説明的文章の一般的な指導法として考えられる形式重視の
読解指導では，内容を十分に理解するに至らないということだといえる。この問題点を解決し，説明
的文章の内容を十分に理解することによって学習者が新しい物の見方や考え方を身に付け，主体的に
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読むような指導を展開する必要がある。
それでは，説明的文章の読解の指導ではどのようなことに主眼を置けばよいのであろうか。
内容を十分に理解することの第一歩として考えられるのは，物事に対する筆者の見方および理解を
学ぶことである。つまり，筆者の認識を学習者が読みとることが必要なのである。このことは，多く
の説明的文章の指導でも意識されていることだと考えられるが，筆者の認識を理解しただけでは内容
を十分に理解したとは言えない。大平浩哉は「書いてある内容の受容だけで終わる『コピー学習』に
とどまるならば，その授業は画一的な学習指導にとどまるだろうし，だいいち，筆者の論や主張を本
当に理解したとも言えないと思う」（2）とし，筆者の認識の仕方をただ受容するだけでは内容を十分
に理解したとは言えないと述べている。この点に関して大槻和夫も以下のように指摘する。
普通，われわれが「説明的文章」を読むのは，そこで説明されている対象について新しい知識
を得たり，認識を深めたりすることを目‾的としている。言い換えれば，説明文の読みとは，読み
手にとって，一つの認識活動なのである。〈中略〉　しかし，読み手は，書き手の認識をそのまま
うのみにしてしまうわけではない。読み手がすでにもっている認識とつきあわせたり，書き手と
は異なる角度や方法を考えてみたりしながら，自己の認識を形成していく。（3）
説明的文章の読解において学習者は筆者の認識を学ぶだけではなく，それを今まで築いてきた認識
と照らし合わせながら文章を読み，既に自分のなかにある認識を広げたり深めたりしていくことが必
要であると大槻は述べている。説明的文章の読解によって筆者の認識を知り，今までの自己の認識と
つき合わせたり，取り入れたりして新たな自己の認識を作り直していく。そこから，この過程を「自
己の認識の再構築」と呼ぶことにする。
1990年代以降認知心理学の研究により，学習者は「与えられた知識を獲得する受け身な受容器と
しての存在ではなく，自らが蓄えてきた知識をもとに，それを新たに構成し，新たな知識を生成して
いく存在」であることが明らかになっていると河野順子は指摘し，そこから「説明的文章の学習指導
では，学習者が自ら既に持っている世界の捉え方，論理・構造の捉え方を再構成することができるか
が重要である。」と述べている（4）。学習者が筆者と自己を積極的につき合せながら新しい自己を形成
していくことが可能であるとわかった現在において，自己の認識を再構築する読みの指導はいっそう
求められているのである。
自己の認識を再構築することを重視した指導をすることで，自分と筆者の認識と見比べ，取り入れ，
あるいは批判するということが求められてくる。そのためには，筆者の主張を自分のなかで噛み砕き，
よく理解することが必要になってくる。学習者が筆者の認識を学び，他者の認識とあわせて自己の今
までの認識と照らし合わせ，再構築していくことが内容の理解と大きく関わるのである。
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三「読むこと」と「書くこと」の関連
自己の認識を再構築するためには，まず現時点で自分が物事に対してどのような認識を持っている
かを把握し，説明的文章の読解を通してどのようにその認識が変化し，もしくは深化したかを自らが
知ることが重要である。森田信義は，「読むという活動は，実は表現行為であると言った方がよいか
もしれない。」と述べ，読み手が「教材文のすばらしさに驚嘆する存在であると同時に，疑問を抱き，
意見を持ち，反論さえもできる存在」であるとした（5）。
こうした学習者の読解から生まれる意見や疑問を整理し自覚するためには，「書くこと」との関連
が有効である。中西一弘は，「自分の見る目が問題なのだから，自分で，自分の「見る目」を知る機
会とは，もう他にはない。書く行為のみである」（6）と指摘する。「書くこと」によって学習者がどの
ような「見る目」を持っているのか，つまりどのような認識を持っているのかを明らかにし，見つめ
ることができるのである。
また，大平浩哉は表現指導の観点から，「言葉によって確かな認識に到達することができる」とし，
「書くこと」と認識について以下のように述べる。
言葉はコミュニケーションの手段であるとともに，私たちの考えを確かにし深めてくれるもの
である。なかでも，書くという行為は，私たちの考えをはっきりさせてくれる。私たちは，考え
たことだけをそのまま文章に表現するわけではない。考えながら書き，書きながら考えを深めて
いくのが，むしろ普通であろう。言葉で言い表し，文章を書くということなしには，人間の思考
は成り立たないのである。（7）
学習者は「書くこと」によって自分の考えを明確にする。それは，自己の認識の再構築と大きく関
わってくる。説明的文章を読む前の時点での自己の認識を書きとめておくことで，学習者は自らの立
場を明らかにし，それを自覚しながら筆者の認識と向き合うことができる。そうすることで，自己の
認識と筆者の認識を意識的につき合わせられる。また，読解によって考えたことをふまえ，もう一度
自己の認識を書くことによって自覚し，最初に書いたものと比較することによって自分の変化や深化
を実感することが可能になるのである。
説明的文章の読解の指導において，「書くこと」と連携させることによって学習者は現時点での自
分の考えを知ることができ，筆者や教室にいるほかの学習者の認識と照らし合わせることができる。
また，読解による自己の認識の変化や深まりを書きながら実感することになる。さらに，学習前の意
見を書いて残しておけば，学習後に書いたものと比較することができ，それによって自己の認識の変
化や深化を実感することができる。説明的文章の読解における自己の認識を再構築する指導では，「書
くこと」と密接な関連を図る必要がある。
そこで以下に，説明的文章の読解における自己の認識を再構築する指導を目指した実践を紹介す
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る。
四　自己の認識を再構築する説明的文章の指導の実際
（1）教材観
教材は，【情報／論理】という単元に収録された池田晶子「言葉の力」（『伝え合う言葉　中学国語
3』教育出版株式会社　平成18年1月20日発行）を用いる。本教材では，「言葉」というあたりまえ
にみえるものこそ不思議なものなのであるということから問題提起をし，創造する力を有する「言葉」
とは自分そのものなのである，という筆者の認識について論じている。
対象は私立男子校の中学三年生で，一学年に五クラスあり，一クラスの人数は約四十名である。時
期としては二学期に設定した。中学校から高校へ移行していくことを視野に入れた時期であり，説明
的文章の指導においても文章の認知レベルを少しずつ高めていくことが望まれる。しかし，いきなり
語句が難解になったり，抽象度が高かったり，テーマが学習者の興味・関心から離れすぎていたりす
ると，学習者は内容を十分に理解することが難しくなる。この教材では，「言葉」という学習者の身
近にあるものをテーマとし，それを平易な日常の言葉と簡潔な文章で論理を展開しているため，学習
者にとって受け入れやすいと考える。しかし，「言葉」という実態があるようでないものについての
内容は平易ではなく，学習者に深い思考を求めているのである。
自己の認識を再構築することを目指したときに，テーマが身近でかつ全員が持っている「言葉」で
あるため学習者が自らの意見を持ちやすい。さらに筆者の「言葉」に対する認識は，「言葉」が世界
を創っているというような認識であり，今まで「言葉」についてあまり探く考えてこなかった大多数
の学習者にとっては新たな認識と出会うことになる。十分に内容を理解することで筆者の認識とつき
合わせ，自己の認識を深め再構築することができる教材であると考え，本教材を選定した。
（2）学習の目標
学習の目標は以下の三点とする。
1　説明の展開に注意しながら論旨をつかむ。
2　抽象的な言葉の意味を理解しながら，筆者の「言葉」についての考えをつかむ。
3　日分と他者，自分と筆者の考えを比較しながら「言葉」について考える。
筆者の「言葉」に対する認識を十分にとらえることで，学習者一人ひとりの認識とつき合せ，自己
の「言葉」に対する認識を再構築していくことを目標とする。
（3）学習の展開
配当時間は全六時間とする。それぞれの時間の学習の目標と主な指導内容を以下に紹介する。
【第一時】
第一時では，「言葉」に対する学習者一人ひとりの認識を明確にし，自覚させることを目標とする。
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主に以下の三点が指導内容となる。
1　学習者に「言葉」に関する五つの問いについて考え，ワークシートに書かせる。
2　隣の席の学習者と意見を口頭で交換し，その概要をワークシートに書かせる。
3　クラス全体でどのような意見があったのかを発表させ，板書によって交流する。
教材のなかで，筆者は「言葉」に関する以下の四つの問いかけをしている。
①あなたは，いつ，どこで，だれによって言葉を覚えましたか。
②人間は，いつ，どこで言葉を覚えたのだと思いますか。
③言葉は，いつ，どこで，だれによって作られたのだと思いますか。
④意味は，いつ，どこで，だれが決めたのだと思いますか。
これに，「⑤あなたは，言葉とはどのようなものだと思いますか。」という筆者の教材における主張
そのものに関わる問いを加えて，学習者に示した。五つの問いを，教材を読む前に学習者個人で考え，
それぞれに対する意見を簡潔にワークシートに書かせた。それによって「言葉」について自分な‾りに
とらえるという機会を与え，現時点での自分の「言葉」の対する認識を明らかにし，書くことによっ
て自覚させるのである。普段は無意識になっている価値観や考えを意識化し顕在化させることで，ま
ず自己の認識を自覚することが再構築のための第一段階となる。
また，隣の席の学習者との意見の交流やクラス内でどのような意見があるのかを発表させ，それを
板書することによって意見を交流する。この交流によって学習者はより多様な「言葉」に対する認識
を得ることができる。学習者が個人としての認識を自覚することで，身近な他者の意見と自分の意見
の共通点が明確になり，さらに自分にはない他者の「言葉」に対する認識を知ることになる。
学習者にとってあたりまえになっていた「言葉」についてじっくりと考えるという体験に，最初は
抵抗や戸惑いを感じる学習者もいた。しかし，「言葉」は学習者の身近なものであることから，考え
ながら個人の意見をワークシートに書いていた。学習者が自己の認識を確認し，他者との共通点・相
違点のなかで自己の認識を自覚することによって，第二時以降の筆者の認識とつき合わせて自己の認
識を再構築するための導入とした。
【第二一四時】
第二時から第四時では読解を通して筆者の「言葉」に対する認識を理解することを目標とし，以下
の二点の指導を行った。
1　説明の展開に注意しながら筆者の意見をとらえさせる。
2　筆者の意見と学習者の意見を比較しながら読ませる。
筆者は教材のなかで前述した①から④の問いを重ねながら⑤にある「言葉」に対する意見まで論を
導いている。それぞれの筆者の意見を学習者自身の意見および隣の席の学習者やクラス内で挙がった
意見と照らし合わせながら読み取っていった。
以下に，各問いに対する学習者の意見の例と筆者の意見を，考察を交えながら示す。〈学習者の意
見の例〉　における意見は，学習者から挙げられた意見のなかで特に多かったものである。また，〈筆
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者の意見〉　はすべて教材本文からの引用である。
①あなたは，いつ，どこで，だれによって言葉を覚えましたか。
〈学習者の意見の例〉
・一歳ぐらいに母親の言葉を真似て。
・0－5才のときに自宅や幼稚園で両親や祖父母，幼稚園の先生や友達によって。
〈筆者の意見〉
・わたしたちは，まだ言葉を話す前の子供の時，言葉を話すことを，両親やまわりの大人たちから教
わった。
〈考察〉
ここでは学習者自身のことを問われており，個々の実体験に基づいて考えられるため，最も答えや
すい質問であった。学習者同士の意見で大きな異なりはみられなかった。また，筆者も同じような意
見であった。
②人間は，いつ，どこで言葉を覚えたのだと思いますか。
〈学習者の意見の例〉
・言葉を覚えた人間が言葉を教え，その子どもが次世代に教える。この連鎖で覚えた。
・聞いているうちに覚えた。
・人と会話をするときに自然に覚えた。
〈筆者の意見〉
・彼ら（8）もまた，彼らの親たちから教わったのだ。そして，その親たちもまた，その親たちから教
わったのだ。
〈考察〉
この問いでは，学習者は①からの推測で意見を導き出している。そのため，筆者のように「親から
親」と明言してはいないが，「言葉」は人づてに伝わっていくものだという認識は筆者と同じだとい
える。
③言葉は，いつ，どこで，だれによって作られたのだと思いますか。
〈学習者の意見の例〉
・人間が生まれる前の動物によって。
・人間がサルなどから進化する過程で，人間自身が自分の感情を伝えようとしてまずは食べることに
関することから人間同士のあいだで叫び，うなっていたのが発展してできていった。
・昔の人が相談して決めた。
・大昔に人の名前や者の名前を認識するためにその中で一番偉い人が作った。
〈筆者の意見〉
・わたしたちの祖先が作ったものなのだろうか。何かの物を見て，叫び声をあげ，その叫びが一つの
音になり，その物の名になったのだろうか。しかし，もしそうだとすると，その一人の人が，その
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物はこの名だと決めているだけで，他の人間には通じない。言葉というのは，自分以外の人にも通
じることで言葉なのだから，この想像は成り立たない。
・祖先たちが大勢で集まって，この物はこの名で呼ぼうと決めたのだろうか。／この想像は，一見もっ
ともなようであるが，少し考えるとおかしいとわかる。この物をこの名で呼ぼうと皆で決めるため
には，この物とこの名とは同じことを意味すると，皆に先にわかっていなければならないはずだか
らだ。そうでなければ，同じということを決めることはできないからだ。
〈考察〉
ここからは，想像の域になってくる。そのなかでも学習者の意見はいくつかに分かれる。大きく二
つに分けると，「言葉」は人間によって作られたとする意見と，人間以外の「サル」や「人間が生ま
れる前の動物」によって作られたとする意見がある。さらに，人間によって作られたとする意見のな
かでもその成り立ちについては，コミュニケーションをとるうえで必要となり自然に成り立っていっ
たとする意見と集団で作ったとする意見，そして権力者や天才といった誰か個人の手によって作られ
たとする意見などに分かれる。「昔の人が相談して決めた」という意見に関しては筆者の主張も交え
て，「言葉」を決めるための相談には「言葉」を用いなければならない，という堂々巡りになること
に気付いた学習者もいた。
筆者は③と④に対する意見をひとまとめにして教材中で述べている。③についての学習者の意見と
筆者の意見との比較は，④の考察でまとめて行う。
④意味は，いつ，どこで，だれが決めたのだと思いますか。
〈学習者の意見の例〉
・言葉になるべく合うように昔の人が決めた。
・言葉が世に広がったときに世界の主要国である学者が決めた。
・意味を表すものが言葉であり，言葉は意味ができてからそれを表すものとしてできていった。
・言葉と同時にできた。
〈筆者の意見〉
・言葉の不思議とは，意味の不思議だ。言葉の意味は，いつ，どこで，だれが決めたものでもない。
・言葉の意味は，わたしたちが生まれるよりも前から，人間が生まれるよりも前から，そして，実
は，地球や宇宙が生まれるよりも前から，どういうわけだか存在しているということを言ったもの
だ（9）。
〈考察〉
ここでも学習者の意見は，大きく三つに分けられる。「言葉」より「意味」が先にあったという意
見と，「意味」より「言葉」が先にあったという意見，そして「言葉」と「意味」は同時にできたの
ではないかという意見である。③・④の問いに対して筆者は，「言葉」も「意味」もその成り立ちは「人
間には絶対にわからない謎」であると述べている。このような意見は「言葉」においても「意味」に
おいても学習者の意見のなかに見受けられなかった。読解で筆者の認識を理解することによって，学
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習者は徐々に新しい認識を知ることになるのである。
⑤あなたは，言葉とはどのようなものだと思いますか。
〈学習者の意見の例〉
・人間同士の関係を築くために必要なもの。
・他者との意思疎通を深める最も優れた手段。
・自分の気持ちを伝えるために用いたり情報交換に用いたりするが，情報伝達能力は低い。
・思考の基盤。
・人間が文化的な生活を送るうえでなくてはならないもの。
・生きるための知恵の一つ。
〈筆者の意見〉
・人間には絶対にわからない謎なのだ。
・言葉には，ものごとを創造する力があるからだも
・言葉は，自分そのものなのだ。
この質問は，筆者の本教材での主張に関わる。筆者は「言葉」をコミュニケーションの道具だと見
なしている現代人を批判し，「言葉」には創造する力があり，自分は「言葉」によって創られている，
つまり「言葉」は自分そのものなのであると主張している。
一方，学習者の意見も多岐にわたっており，一人ひとりの「言葉」に対する認識が色濃く出る質問
であった。学習者のなかからは「言葉」はコミュニケーションの手段であり，人と人をつなぐための
ものであるという意見がもっとも多かった。コミュニケーションの手段であるという意見以外でも筆
者と同じように「言葉」を大切なものだと考えている意見は多かったが，筆者のように「自分そのも
の」と述べた学習者はほとんどいなかった。
第二時から第四時の読解によって，学習者は今までには考えたことのなかったような筆者の「言葉」
に対する意見と出会うことになった。それが学習者のなかから多く挙がっていた意見とは相反する点
を含んで論じられていたため，学習者は読解で理解した筆者の意見と自分の意見とつきあわせ，疑問
を持ったり葛藤したりしながら読み進め，新たな認識の仕方を知ることができた。この過程は学習者
の自己の認識に揺さぶりをかけ，再構築する足がかりになるため重要である。
【第五一六時】
第五時と第六時では，読解を通して理解した筆者の認識とつき合せ，自己の「言葉」に対する認識
を再構築するということを目標に，以下の三点の指導を行う。
1　読解のまとめとして，筆者の「言葉」に対する意見を確認させる。
2「⑤あなたは，言葉とはどのようなものだと思いますか。」に対する学習者の意見を内容によって
分類させる。
3　再び「あなたは，言葉とはどのようなものだと思いますか。」という問いについて考え，理由や
具体例を交えながら書かせる。
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筆者の「言葉」に対する意見を十分に確認したあとで，「⑤あなたは，言葉とはどのようなものだ
と思いますか。」で挙がった学習者の意見のなかから，学習者の意見のなかで多かったものや独自の
視点を持っているものを指導者が十九個選び，プリントに載せて配布した。それを学習者自身で内容
によって分類させ，意見の共通点や相違点を考えさせる。そして，その分類のどこに自分の意見，そ
して筆者の意見があたるのかを示させた。そうすることで，筆者の認識，他の学習者の認識，そして
自己の認識の相違点・共通点を確認することができる。
学習者から多く挙がった「言葉」をコミュニケーションの手段とする意見のなかでも，「他者との
意思疎通を深める最も優れた手段」，「気持ちを一番うまくわかりやすく伝えられるもの」のように
「言葉」を肯定的にとらえる学習者と，「自分の気持ちを伝えるために用いたり情報交換に用いたりす
るが，情報伝達能力は低い」のように「言葉」を否定的にとらえる学習者，そして「言葉はそれだけ
で人の感情を動かすことができ，使い方一つで人々がうれしくなったり，悲しくなったり，憎んだり
する，ある意味神秘的であり，ある意味おそろしいものだと思う」というような「言葉」の肯定否定
両方の画をとらえる学習者がいた。学習者に多かった「言葉はコミュニケーションに欠かせないもの
である」という認識のなかでも視点が分かれることを確認させた。
また，筆者のように「自分そのもの」とまではいかなくとも，「自分の命と同じ価値のあるもの」
といったような意見など，筆者に近い意見もあった。筆者の意見や第一時に考えた自分の意見がどこ
に位置するのかを考えることで，自己の認識が筆者を含めた周りのどのような意見とどのような点が
似ており，どのような点が異なるのかが明確になる。
学習者に自分及び筆者の意見の位置を確認させたあと，もう一度「⑤あなたは，言葉とはどのよう
なものだと思いますか。」について考えて書かせる。第一時では三行ほどで意見を述べさせたが，こ
こでは「言葉」がそのようなものだと考える理由や具体例を交えて長めに意見を書かせることで，「言
葉」についての認識の多様性を引き出そうとした。
読解や分類を通じて筆者や学習者同士の認識を知り，自己の学習以前の認識とつき合わせ，見直し，
もう一度同じことについて考えていくことで，自分の「言葉」に対する認識が広がり，深まることが
体験できたと考える。葛藤や疑問，気付きが学習者の認識を再構築していくのである。
（4）学習者の意見の紹介
ここで紹介する三つの文章は，学習者が第五時と第六時で実際に書いた「言葉」に対する意見であ
る。それぞれの考察とともに以下に示す。
〈学習者の意見の例1〉
言葉とは感情とともに生命体にもともと備わっている物である。筆者は言葉というものを定義づけ
ていなくまた人生といっしょにしている。自分自身そのものをよく表しているのは感情みたいな部分
であると思う。その部分を伝える事ですら，言葉であったとしても容易ではない。／確かに言葉は，
不思議なものである。だが，それ以上に，感情という物の方が複雑であると思う。どうして何かをし
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たいと思うのか。ただ不思議としか表現できない。／「言葉＝人生そのもの」というような筆者の主
張もわからなくはないが，少し唐突すぎるのではないか。感情＝人生。言葉は感情の上にあり，生命
体として備わっているものと考える方が自然だと思う。
〈考察〉
筆者の認識と自己の認識をつき合せ，受け入れられない点を指摘しながら自己の認識を深めている
学習者の例である。
〈学習者の意見の例2〉
言葉とは，人と人をつなぐ糸である。言葉がなければ人と人のあいだの意思疎通はとても難しくな
る0言葉の通じない国で身ぶり手ぶりだけで生きていくのには限界があると思う。すべての世界が自
分にとってそういうところであったら，生きていくのは大変だろう。人間が考えを共有し，今日のよ
うな文明を築き上げることは無理だったはずだ。そういう意見では教科書にあったように「創造する
力」なのかもしれないが，それは結果であって，基本は「人と人をつなぐも＿の」＿である＿。
〈考察〉
この学習者は，筆者の「言葉」に対する認識を一部取り入れながら，自己の認識を再構築している。
学習者のなかに多かった「人と人とをつなぐもの」であるという認識と，筆者の「言葉」には「創造
する力」があるという認識を融合させている。
〈学習者の意見の例3〉
言葉とは武器であり，自分を守るための盾でもある。／ニュースを見ていると，「いじめ」がよく
問題になっている。その場合は肉体的ないじめがあるが，言葉という武器で傷つけられているパター
ンもある0／また，自分の立場などが危うくなったときなどに，保身のための「いい訳」，つまり言
葉を盾として使っていることがある。／このことから，言葉は武器であり，盾であるのだと思う。
〈考察〉
「言葉」の肯定的な面と否定的な面両方について言及している。第一時では「言葉」の一面だけを
とらえている意見が多かったが，このように「言葉」の二面以上を見ることができるようになった学
習者が増えた。学習者同士の交流でも認識が広がり深まったといえる。
五　成果と課題
学習者が第一時に書いた「言葉」に対する認識と，第五一六時に書いた「言葉」に対する認識を比
較すると，学習者の認識が広がり深まったことがわかる0説明的文章の内容，つまりここでは筆者の
「言葉」に対する認識を十分に理解することによって学習者は自己の認識とつき合せ，葛藤し，自己
の認識を新たなものにしていった。特に，筆者の認識では，現代人は「言葉」を「コミュニケーショ
ンの道具」としてしか考えていないとされ，学習者のなかに多かった意見を現代人の意見として批判
したことで，筆者の認識が受け入れられるものなのか，学習者はより積極的に自己の認識とつき合わ
せることができた。
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そして，このように筆者の認識を十分に理解したときに，それを自己の認識とつき合わせることが
できたのは，学習者が読解以前に書くことによって「言葉」に対する自己の認識を自覚していたから
である。さらに，第一時に書いた認識と第五一六時に書いた認識を学習者自身が読み返すことによっ
て，自己の認識の深まりを体感できる。
今後の課題は，自己の認識を再構築する指導を系統的に行っていくことである。各種メディアを含
む説明的文章を主体的に読む力を養うために，まずは説明的文章における自己の認識を再構築する系
統的指導が必要である。また，説明的文章はもちろん，文学的文章や国語科の中だけではなく他教科
との関連・系統的指導をすることによって，学習者の主体的に読む力を育て，応用させていくことが
できるのである。今後はこのような視点に立って課題に取り組んでいくことが望まれる0
六　おわりに
中学校における説明的文章は，説明文中心の小学校の説明的文章から評論・論説文中心の高等学校
の説明的文章への移行期にあたる。そこに自己の認識を自覚し，再構築していく方法や楽しさを知る
期間という積極的な役割を付したい。
自己の認識を再構築することに主眼を置いた説明的文章の指導は，学習者の興味・関心を喚起する
と考えている。説明的文章の内容を十分に理解しようとすることは，筆者の言うところに機械的につ
き従う苦役ではなく，筆者とともに考えるおもしろさを共有する楽しみである。中学校において主体
的に読むことで，この考える楽しみを感得させることができると考える。
説明的文章の読解の指導において形式的な基礎技能の指導はいうまでもなく必要である0しかし，
型ばかりではなく内容を十分に理解することにも注目すべきである。それによって知的感動を実感さ
せたり認識を揺さぶったりすることで，学習者の説明的文章に対する興味・関心も喚起されるのであ
る。説明的文章の形式と内容の指導のバランスを考えたときに，形式的な基礎技能の指導に重きが置
かれている現在，内容を十分に理解させるために自己の認識を再構築する指導を考え，実践し，報告
した。今後も学習者が主体的に説明的文章を読む指導を探求していきたい。
注（1）野地潤家・大槻和夫編『国語教材研究シリーズ7　説明文編』1982．6P12－13
（2）大平浩哉『新しい国語教育の方向と課題』有朋堂1984．11Iミ140
（3）1に同じ　P9
（4）河野順子「説明的な文章を読む一中学校説明文教材の授業改革一」『日本語学』明治書院2007・12Iミ16
（5）森田信義『説明的文章の研究と実践一達成水準の検討』栄泰印書鋸1988・2Iミ14
（6）中西一弘「表現と理解との関連」噺射恒書・小海永二・田近拘一『作文・話しことば』有精堂出版
1981」，P35
（7）2に同じ　P90－91
（8）ここでは、自分の両親やまわりの大人たちのことを指す。
（9）聖書の「初めに言葉があった。言葉は神とともにあった。言葉は神であった。」という言葉について述べた
ものである。
